
2023年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL12723A13）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ソロモン F113 マーケティング 個別 交替 2年 ・2024/1 ・2024/2 ・
2024/3

  

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

森林・研究省

2）配属機関名（日本語）

木材利用・加工部

3）任地（ ホニアラ市 ） JICA事務所の所在地（ ホニアラ市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 0.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

森林・研究省は、森林資源管理・技術部、林業部、植林地開発・造林部、木材利用・加工部、植物標本・植物園部の5つ
の
技術分野からなる。配属先の木材利用・加工部は2010年に新設された部署である。林業は主要産業であるが多くは、丸
太
が輸出されており、付加価値を付けることが出来ておらず、配属先では、「国内利用及び輸出用双方のソロモン国内で
の製材加工の促進」を目的に、製材加工プロジェクトの実施管理、製材実施者のコンプライアンスや法の遵守、持続可
能
な森林管理や加工・流通過程の管理などの促進、木材業にかかるトレーニングの実施などを行っている。木材利用・加
工
部の年間予算は、約400万円。

【要請概要】
1）要請理由・背景

ソロモンは森林資源の豊かな国であり、林業は主要産業の一つで、特に木材輸出(主に丸太)は重要な外貨獲得手段となっ
ている。林業の輸出額は、ソロモン総輸出額の50%以上を占めている。アジア地域の木材需要の高まりから丸太輸出が
増加の一途をたどっており、森林の枯渇が懸念されている。配属先では、製材加工後の板材の輸出において、販路拡大
のマーケティング知識や経験のある人材が不足しており、本要請に至った。 ソロモンではJICAによる持続的な森林資源
管理能力強化プロジェクトが過去5年に渡りおこなわれ(2022年8月に終了)、今後も新たなプロジェクト実施の可能性が
あり、連携が期待できる。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

配属先同僚と共に以下の活動を行う。
1.ソロモンより輸出される板材の販路(国、地域)の拡大をめざす
2.1と並行して、輸出される板材の樹種、及び輸出量の増大をめざす
3.1.2の達成の為に、流通上の問題点や課題の調査を行う

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

事務所スペース、PC(共用)、製材機( LUCAS SAW MILL)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL12723A13_1.jpg?t=1687317989
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL12723A13_2.jpg?t=1687317989
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL12723A13_3.jpg?t=1687317989


4）配属先同僚及び活動対象者

配属先の同僚:
課長:女性 30代(森林科学学位)
その他スタッフ:男性4名 (30-40歳、森林専攻)
活動対象者:(Solomon Islnds Timber Product and
Export Association (8企業)、及びValue Added Timer
Association(会員数約1000名)の会

5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

英語(レベル:D)

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）2年以上　備考：同僚への指導が含
まれるため

[参考情報]：

　・輸出販路拡大に関する業務経験があるとよい

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（熱帯雨林気候）　気温：（22～32℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
生活使用言語はピジン語。赴任時の現地語学研修では、英語を使用して現地共通語(ピジン語)を学習する。
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